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要旨 

 本研究は，島根県が竹島問題を前景化させようとした過程に着目し，その

結果として外交関係や地方政治にどのような変化が生じたのかを明らかにす

ることを目的とする。具体的には，山陰中央新報の社説・論説の分析を通じ

て，竹島問題が地域の漁業問題から，国家主権・歴史認識・外交を含む多層

的な領土問題へと意味づけを変えていった過程を指摘した。さらに，「竹島

の日」条例の制定過程を検討することで，国の対応に対する不満が地方政治

の行動を後押ししたことを示した。一方で，条例制定に対する韓国側の反応

や，鳥取県における対韓交流の事例を分析し，対立の強まりと関係維持の試

みが同時に存在していたことを明らかにした。以上から，竹島問題は単純な

外交対立ではなく，日本政府や島根県，地方自治体の行動を通じて重層的に

展開してきた問題であり，そのことが問題の複雑化と長期化をもたらしてい

ると結論づけた。 
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